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佳作

　皆さんは過去の事を考えた事がありますか。私は、い
つでも過去に懐かしさを感じる事があります。「あの年
齢でＡの事とかＢの事とかをすれば良かった」そう思っ
ています。でもその頃の私は何もしませんでした。現在
の年齢では実現する事はできません。日本に来るに至っ
てその考えは徐々に消えていきました。
　技能実習生として ２年前に日本に来ました。私の仕事
はホテルで清掃する事です。仕事の性質はあちこちに行
く事ができるので多くの人と交流しています。特に高齢
者と一緒に働く事は珍しい事ではありません。ベトナム
では老後をゆっくりとした、受動的な生活でほとんどは
家の中で小さな孫とただぼんやりしています。初めて日
本に来た時日本のお年寄りにとても驚きました。多くの
方が引退した後でまだパートタイムで勤勉に働いていま
す。人生は新しいページを開くようなものです。お年寄
りはいつも前向きに暮らしいます。引退とは人生を楽し
む事や働く事をやめる事ではなく、現在の自分の健康に
合った仕事を選ぶ事だと思います。彼らは年をとった時
しばしば旅行し撮影し、そして歩きます。ある日私は友
達とバドミントンの試合から一緒に帰る途中、おじさん

の喜ぶ顔を見ました。今でもおじさんのその朗らかな顔
をはっきり覚えています。彼は引退してなお国際交流協
会でボランティアとして参加し日本語を教えています。
私が働いているホテルは若者があまりいませんがおじさ
んとおばさんがよく楽しく喋ったりして毎朝教室のよう
に賑やかで楽しい雰囲気です。
　ベトナムでは一人旅は珍しいですが日本では普通で
す。去年私が働いていたホテルに年配の客が宿泊しにき
ました。彼は掃除するたびに部屋にいて、めったに外出
しませんでした。彼は沢山の本を持っていて私の日本の
同僚とはよくおしゃべりをしていました。ある時彼が一
人で食堂に行くのを見ました。私は少し寂しくなりまし
た。しかし最終日息子が彼と一緒に滞在するようになり
ました。理由はわかりませんが出勤したその日私はとて
も幸せで、言葉では言い表せない何かを感じました。
スーパーなどサービスを利用する時、高齢者がまだ頑
張っているのを見ても驚く事ではありません。私は本当
に日本の高齢者を尊敬します。私はやりたい事や学びた
い事が沢山ありますが怠けてしまってそれらを後回しに
してしまいます。これからは前向きに考えて先延ばしは
せずにやりたい事をやります。
　常に一生懸命働きたいという考え方があれば年齢は関
係ないんじゃないでしょうか？
　年齢を理由に私たちは望みを諦める事がありますが少
しずつ実現させ日々進歩しましょう。元気な体と柔軟な
思考を持っていれば私たちは健康的な生活を送る事がで
きます。そして「年齢」は単なる「数字」に過ぎないと
私は思います。
　皆さんも一緒に頑張りましょう。
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　人生は美しいですが楽しいことばかりではありませ
ん。毎日が挑戦です。それをどのように扱い、戦うかに
かかっています。経験する全ての試練は私たちがより堅
実になり、諦めないためにあると思います。私の人生は
数え切れないほどの疲れる浮き沈みに満ちています。し
かし、常に前向きな側面を考え、全てが私の成長のため
に起こると信じています。
　一つ目の試練は「方言」です。現在、私は高齢者施設
で介護の技能実習生として働いています。最初は、言葉
で調整するのに苦労しました。理解するのはかなり難し
いです。学んだ日本語は高知の方言とは異なります。例
えば、「かまん」という言葉は「良い」や、「あいちゅう」
は「空いています」などを意味します。なるべく利用者
さんと話をしたいのですが何を言っているのかわからず
不安です。ある日、部屋で利用者さんのお茶を配ってい
たとき、かなり気性の荒い泉さんが何か言いました。お
茶のことだと思ったのであまり気にせずうなずいて「は
い」と答えました。それから彼は何かを探して「ないや
んか！」と私に言いました。大きな声で怒っているよう
でした。パニックになり、「ちょっと待ってください」

と言って先輩を探して助けを求めました。その瞬間分か
らなかったのでとても残念でした。
　コミュニケーションを良くするために家にいるときに
ルームメイトと日本語で会話を練習しています。「きん
こん土佐日記」という高知の漫画も読んで方言のルール
を覚えました。少しずつ方言に慣れてきて先輩たちや利
用者さんと日常会話ができるようになりました。泉さん
からの信頼も得ました。今は笑顔で挨拶してくれて、い
つもお茶の配達やおむつ替えなどもお願いされています。
　二つ目の試練は「Ｎ ３の試験に合格する必要があった
こと」です。語彙、文法、漢字などを学ぶことがたくさ
んあるので頭が爆発しそうになりました。疲れていても
毎晩四間勉強し宿題があったら遅くまで起きました。結
果として、Ｎ ３に合格することができ、次はＮ ２に挑戦
しようと思います。
　三つ目の試練は「今まさに経験している新型コロナ感
染症」です。施設にはコロナ陽性の利用者がいました。
他の利用者への感染を防ぐために、全員をマスクする必
要がありました。なかなかマスクをしてくれない方がい
ました。しかし、私はいつもマスクを着用することの必
要性も粘り強く説明して、全員マスクをしてもらえるよ
うになりました。結果として、施設のコロナ陽性者はい
なくなりました。
　私はまだ直面する多くの試練があることと思います。
簡単なことではありませんが家族の励ましや上司と先輩
たちの応援などでどんなに大変なことでも乗り越えられ
ることと信じています。人生の挑戦を諦めません。一生
懸命頑張ります！
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